
 

 

 

 

 

阪神・淡路大震災から 31 年の追悼行事（「1.17 のつど

い」）で、灯籠でかたどられた文字は「つむぐ」でした。『つ

むぐ』という言葉には、追悼の思いを胸に刻みながら、こ

れから先に震災の記憶と教訓をつないでいくという思いが込められているそうです。 

 学校では、黙とう後に震災について学び、浜中校区の危険個

所を話し合いながら各クラスで防災マップを完成させました。

意見を共有する中で、自分では危険だと思っていなかった場所

が、危険個所になりうることに気づいていた人もいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★第１学年 ２月の行事予定★ 

1 2 3 4 5 6
1 日

2 月 ○ 専門委員会

3 火 道 ○

4 水 総合
×

231
○

5 木 学活 総合 ○

6 金 ○

7 土

8 日

9 月 木１ 木２ 木３ 木４ 学活 総合
×

123
○ 45分授業

10 火 道 1.2年

11 水 建国記念の日

12 木 月１ 月２ 月３ 月４ 月５ 月６ ○

13 金 ○

14 土

15 日 ×

16 月
×

012
1･2年

17 火 金１ 金２ 金３ 金４ 金５ 金６
×

231
○ 45分授業

18 水 社テ 数テ 美テ
×

123
× 学年末ﾃｽﾄ　

19 木 国テ 音テ 保体テ
×

312
× 学年末ﾃｽﾄ

20 金 英テ 理テ 技家テ × 学年末ﾃｽﾄ

21 土

22 日

23 月 天皇誕生日

24 火 道
×

231
○ ４５分授業

25 水 総合 ○

26 木 学活 総合 ○

27 金 ○

28 土

日 曜
１　　　　年

部活 給食 行事等

加古川市立浜の宮中学校

第１学年   学年通信   
―素直・謙虚・感謝― 令和 ８年  １月 ３０日 

・いろいろなところに危険な場所があって、もしも自分がそこにいたときに災害が起きたと

き、冷静に自分の身を守れるようにすることが大切だと思いました。 

・悲しさと悔しさといろんな感情が混ざって、泣くところじゃなかったと思います。本当に地

震をなめていたら、助からないと自分は思っています。もっと地震のことを知って他人を助

けられるようになりたいです。 

・地震が起きたとき、自分の命は自分で守りぬこうと思ったし、大きい地震を体験してこな

かったからすごく不安やけど、落ち着いて避難しようと思いました。 

・当時の映像を見て、今のように楽しく安全に過ごせているのは当たり前じゃないし、こうい

う生活ができなかった人たちもいるから、今こうやって暮らせていることに感謝しながら、震

災で亡くなってしまった人たちの分まで楽しんで生きていこうと思いました。 

・日頃からどんな危険があるのか、地震が起きたとき、自分が 

どのように行動すればよいのかを確認しておくことで、パニックに 

ならずにいられると思うので、次は「守る側」としても考えたいなと 

思います。 

　3月の予定

  2日(月)専門委員会、オンライン英会話  3日(火)オンライン英会話

16日(月)卒業式準備 17日(火)自宅学習

19日(木)給食終了 23日(月)大掃除

24日(火)修了式

※この数字は、交通集中回避のための下校の順番です。 


